
食
品
産
業
支
え
る
企
業
〈
掲
載
順
不
同
〉

省エネ・安全・品質向上を追求　
機
械
類
の
導
入
・
更
新
以
上
に
大
切
な
の
が
こ
れ
ら
を
扱
う

人
の
育
成
で
あ
る
。
兵
庫
県
に
は
全
国
で
も
唯
一
の
包
装
食
品

工
学
を
教
え
る
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学
が
あ
る
。
そ
の
教
育

方
針
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
包
装
食
品
工
学
科
学
科
長
の

竹
之
内
建
教
授
に
聞
い
た
。

竹之内建教授東洋食品工業短期大学包装食品工学科学科長
信
頼
で
き
る
食
業
人
育
成

教
育
方
針
を
聞
く

　　
　　

　
―
卒
業
生
の
多
く
が
食
品
系
企

業
の
製
造
現
場
で
働
い
て
い
ま

す
。

　
「
工
学
的
な
教
育
は

も
ち
ろ
ん
、
命
に
関
わ

る
食
品
に
携
わ
る
に
は

心
の
正
し
い
人
間
で
な

け
れ
ば
と
考
え
る
。
本

学
は
缶
詰
専
修
学
校
が
前
身
。
缶

詰
は
中
身
が
見
え
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
基
本
的
な
精
神
が
大
切
だ
。

い
ま
業
界
の
信
頼
を
損
な
う
事
件

が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に

無
縁
な
、
信
頼
で
き
る

食
業
人
を
育
て
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
知
識
と
技
能
、

メ
ン
タ
ル
面
に
つ
い
て
も
指
導
し

理
論
技
術
と
人
間
性
の
両
面
か
ら

社
会
に
出
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人

間
に
し
た
い
」

　
―
食
品
産
業
で
使
わ
れ
る
技
術

も
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
つ
て
は
食
品
包
装
と
い
え

ば
缶
詰
に
食
材
を
詰
め
る
の
が
基

本
だ
っ
た
が
、
い
ま
や
容
器
の

％
が
飲
料
向
け
。
そ
れ
だ
け
飲
料

が
増
え
た
。
包
材
も
缶
か
ら
レ
ト

ル
ト
パ
ウ
チ
へ
と
変
わ
り
、
充
填

技
術
も
ア
セ
プ
テ
ィ
ッ
ク

無

菌

充
填
へ
と
変
わ
っ
た
。
缶
詰

な
ら
後
で
加
熱
殺
菌
で
き
る
が
、

現
在
は
殺
菌
し
た
容
器
に
殺
菌
し

た
内
容
液
を
殺
菌
し
た
環
境
下
で

充
填
す
る
の
が
主
流
だ
。
実
習
内

容
も
缶
詰
の
巻
締
か
ら
キ
ャ
ッ
ピ

ン
グ
や
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
技
術
へ
と

広
が
っ
た
」

　
「
今
年

月
に
は
構
内
に
ア
セ

プ
テ
ィ
ッ
ク
飲
料
充
填
実
習
棟
を

完
成
し
た
。
食
品
メ
ー
カ
ー
同
様

の
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
設
備
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
動
か
せ
る
機
械
を
使
っ
て

実
習
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
実
際

に
使
っ
て
は
じ
め
て
分
か
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
一
方
、
教
育
機

関
と
し
て
基
盤
技
術
の
維
持
に
も

留
意
し
て
い
る
。
企
業
で
は
前
の

世
代
の
技
術
伝
承
に
ま
で
力
を
割

け
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
」

　
―
国
際
化
や
企
業
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
食
品
産
業
の
テ
ー
マ
で

す
。

　
「
タ
イ
の
大
学
へ
の
短
期
研
修

を
行
う
ほ
か
、
同
国
か
ら
の
研
修

を
受
け
入
れ
て
も
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
食

品
産
業
は
ち
ょ
う
ど
日

本
の

年
程
前
の
状
況

に
あ
た
り
、
我
々
の
保

持
す
る
技
術
が
ま
さ
に
必
要
だ
。

以
前
は
日
系
企
業
向
け
が
メ
ー
ン

だ
っ
た
が
、
最
近
は
現
地
企
業
か

ら
の
ニ
ー
ズ
も
多
く
、
今
年
か
ら

教
員
が
現
地
で
指
導
す
る
出
前
講

座
な
ど
も
開
始
し
た
。
ま
た
、
国

内
で
は
社
会
人
育
成
コ
ー
ス
も
実

施
し
て
い
る
。
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
新
人
研
修
か
ら
中
堅
ど
こ

ろ
の
再
教
育
ま
で
役
立
っ
て
い
る

と
思
う
。
今
後
は
企
業
か
ら
の
実

習
受
け
入
れ
な
ど
も
考
え
て
い

る
」

共立物流システム
　共立物流システムの折り畳み式液体
運搬容器「タフテナＫＣＧ―Ｖ 」
は、バッグインボックスと呼ばれる容
器にセットした樹脂製の袋に内容物を
入れるタイプ。内袋は使い捨てで、異
物混入の心配もなく、洗浄も不要で衛
生的だ。
　空荷時は折り畳んで３段重ねて運搬
でき、輸送コストを抑えられる。保管
も５―７台の多段積みができ、スペー
スの有効活用が可能。液面窓付きで、
容器底部は傾斜角 度の漏斗状で高粘
度品も排出可能。排出方法は日本と世
界７か国で特許取得済み。

阪和化工機
　阪和化工機のタンク付撹拌機「ＡＨ
ＬＴシリーズ　ＨＰＳ― 型」はス
テンレス製で食品・薬品工場に向く。
撹拌機メーカーの技術力で理想的な撹
拌能力を実現。撹拌機とタンクをセッ
トで販売することでユーザーの仕入れ
も簡便にできる。
　タンクは全面バフ研磨仕上げで表面
が滑らかなため洗浄がしやすい。タン
ク上部の撹拌機は中心からずらした偏
心取り付けを採用。乱流で撹拌効率を
向上させる。また、投入口は二カ所あ
り、液流入やポンプ配管の自由な取り
付けが可能だ。

アソー
　アソーは小型ボールバルブのパイオ
ニア。ボールバルブと継ぎ手の一体化
で省力化した同社の主力製品「エース
ボール」をはじめとする各種小型バル
ブのほか、コック、継ぎ手など流体輸
送を支える製品を提供している。
　ステンレス製小型ボールバルブ「エ
ースボール 」はバルブと継ぎ手を一
体構造にし、全機種ともハンドルの回
転方向を自由に設定でき、効率的な配
管を可能にする。耐食性やサビに強い
ため、空気・水・油など、ほとんどの
流体に対応。５機種 タイプをライン
アップしている。

大阪マグネットロール製作所
　大阪マグネットロール製作所のマグ
ネットセパレーター「ラインマグ」
は、液状製品に含まれる微鉄分および
ステンレス摩耗粉などを高磁力マグネ
ットで除去するユニット組み込み型の
ニュータイプマグネットセパレーター
だ。
　レアアースマグネットと特殊形状ヨ
ークとの組み合わせによって、磁力は
１ を実現した。
　本体中にマグネットパイプ７本を設
け、間隔を狭くすることで磁極と液体
の接触チャンスを増やし、磁性異物の
捕捉効果を高める。

　
「
和
食
」
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、
注
目
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
食
文

化
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
食
品
産
業
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
産
地
偽
装
な
ど

食
品
を
め
ぐ
る
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
一
方
、
食
品
産
業
は
将
来
性
の
高
い
分
野
で
あ

り
、
行
政
も
異
業
種
と
の
連
携
模
索
な
ど
あ
ら
た
な
施
策
を
講
じ
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、

景
気
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
安
定
し
た
収
益
を
得
ら
れ
る
と
し
て
、

食
品
産
業
へ
の
参
入
を
見
当
す
る
中
小
企
業
も
多
い
。
今
回
の
特
集
で
は
食
品
産
業
に
貢
献

で
き
る
技
術
や
知
識
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

食
品
産
業▼

新
規
参
入
も
多
く
将
来
性
高
い
分
野

東
洋
食
品
工

業
短
期
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス

兵
庫
県
川

西
市

　
農
林
水
産
省
は
、
２
０
１
２

年
３
月
に
明
ら
か
に
し
た
「
食

品
産
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
い
て
、
食
品
産
業
が
経
済
成

長
を
け
ん
引
す
る
こ
と
、
そ
し

て
異
業
種
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発

し
、
消
費
者
側
に
立
っ
た
新
し

い
付
加
価
値
提
供
に
よ
る
国
内

市
場
の
活
性
化
と
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
海
外
市
場
の
開
拓

を
戦
略
的
に
実
施
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
現
時
点
で
就
業
人
口
の
実
に

％
を
占
め
る
食
品
産
業
が
活

性
化
で
き
れ
ば
、
経
済
に
与
え

る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
た

だ
、
実
現
に
向
け
た
問
題
点
は

少
な
く
な
い
。
農
林
漁
村
の
活

力
低
下
や
農
業
の
生
産
性
な
ど

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
と
り

ざ
た
さ
れ
て
き
た
が
、
食
品
製

造
業
も
決
し
て
生
産
性
は
高
く

な
い
と
の
指
摘
も
あ
る

弘
中

泰
雅
「
食
品
工
場
の
生
産
管

理
」

日
刊
工
業
新
聞
社

刊

。
歴
史
の
長
い
食
品
産
業

は
、
古
く
か
ら
の
慣
習
が
残

り
、
手
作
業
の
割
合
も
今
な
お

高
い
。
使
用
機
器
や
設
備
、
あ

る
い
は
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
な
ど

を
見
直
し
、
効
率
生
産
を
進
め

る
余
地
は
ま
だ
多
い
と
い
う
。

　
だ
が
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、

将
来
の
伸
び
し
ろ
の
大
き
い
産

業
と
も
い
え
る
。
幸
い
、
近
年

の
不
景
気
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
安
全
、
衛

生
が
絶
対
条
件
の
た
め
、
他
分

野
に
比
べ
て
も
技
術
や
機
械
装

置
・
要
素
の
導
入
・
更
新
意
欲

は
盛
ん
で
、
こ
の
分
野
に
向
け

て
作
業
の
省

力
化
や
省
エ

ネ
、
リ
ス
ク

を
減
ら
す
各

種
の
部
材
や

機
器
を
積
極

的
に
開
発
し

て
い
る
メ
ー

カ
ー
は
い
く

つ
も
存
在
す
る
。

　
魅
力
あ
る
製
品
づ
く
り
と
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
の
た
め

に
も
、
食
品
産
業
向
け
の
各
種

技
術
に
、
い
ま
一
度
関
心
を
向

け
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月１８日 水曜日 　　


